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アムステルダムから届く 

繊細、かつダイナミック 

ピアノとベースが織り成す 

極上の室内楽ジャズ 

 

   小橋敦子（ピアノ）   トニー・オーバーウォーター（ベース） 



トニー・オーバーウォーター  & 小橋敦子 デュオ 「クレッセント」 

Tony Overwater & Atzko Kohashi – Crescent 

 

 

 

  「レパートリーの選択から音質、テンポ、解釈… 

  すべてが細部まで行き届いた、極上の室内楽ジャズ」 

     ―オランダ、エディソン・ジャズ大賞批評 

 

 

 

CD「クレッセント」は 2022 年 オランダのエジソン・ジャズ大賞 Edison Jazz Awards 2022 及び、

ドイツのレコード批評家大賞 Der Preis der deutschen Schallplattenkritik（2022 年第 2 期）にノミ

ネートされました。 

 

 

アムステルダムが生んだコスモポリタン・デュオ  Paths crossed in Amsterdam 

出会いはアムステルダム。それぞれが独自の音楽を追求する中、ふとしたきっかけから共演すること

に。その後のコンサートやレコーディングを通して、異色デュオとしての存在を深めてきました。音

楽への情熱は洋の東西を問わず。国籍も言語も、音楽的背景も異なる二人のユニークなデュオです。 

 

コルトレーンの音楽に共鳴  Inspired by John Coltrane 

後期コルトレーンのアルバム「クレッセント」からの曲を中心に、 そのスピリチュアルな世界をデ

ュオで描く深く静かな情感を湛えた室内楽的ジャズ。コルトレーンの音楽にインスピレーションを得

て、原曲への理解を示しながらも独自の解釈が聴く人の心を揺さぶります。 

 

互いの個性・ルーツを生かし  One-on-One 

デュオはピアノ、ベースという二つの楽器の融合というだけではありません。一つ一つ色や

形の違う小片が集まってできた美しいモザイクのように、互いの違いを尊重し、個性を生か

した彼らの演奏からは、各々の持つ独特の感性や、ルーツが感じとれるでしょう。 

 

自然な生の音  Pure & Organic sound 

音の響きを大切にし、オランダでは教会をはじめとした自然な音響空間の中で演奏しています。リス

ナーの方々と共に会場の空気を共有しながら、そこに生まれる音を体感して欲しいのです。 



「クレッセント」秘話  Behind the scene of Crescent     

 

デュオの最新アルバム「クレッセント」のレコーディング

が行われたのは 2021 年 2 月 14 日、オランダのユトレヒト

郊外オーステルリッツにある古い昔の教会でした。教会の

建物がつくり出す自然な響きと、辺りの雪原の美しさが相

まって、印象的な録音が生まれました。録音からわずか５

カ月でスタジオソングス・レーベルより日本国内で先行発

売され、2022 年 1 月にはオランダのレーベル Jazz in 

Motion よりオランダ盤がリリースされました。長引くコロナ禍でコンサート活動も制限される中、

それぞれの音楽への想いを楽器に託して生まれたアルバムです。ジャズ界のヒーローであるサックス

奏者ジョン・コルトレーンを作曲家という面から捉え、独自の解釈とアプローチでコルトレーン楽曲

を奏でるデュオの演奏には、原曲への理解とレスペクトが感じられます。 

昔から人々は、次第に満ちていく月を、願い事を叶えてくれる象徴と考えていたそうですが、三日月

（クレッセント）に祈るのは特別なことだったといいます。陽の光を反射して日ごとに満ちていく三

日月は完全な形になるのを待ちわびる欠片のようなもの。夢を託すのではなく、希望や願いに目標を

定め、前向きに、自らが行動を起こす時だと悟ることだ、と。長く続くパンデミックのさなか、レコ

ーディングに目標を定め三日月に祈りを込める気持ちとコルトレーンの「クレッセント」が繋がった

のも不思議ではないでしょう。 

 

YouTube ビデオリンク   Media Links 

 

レコーディング・ドキュメンタリー（録音風景＆インタビュー） 

https://youtu.be/gRjqBxFtwqY  

 

ロニーズ・ラメント デュオ演奏   

https://youtu.be/toQT0dqOjjE  

 

オランダ TV 局による教会でのライブ映像（Vpro Vrije Geluiden Session at Bij Andreas） 

https://www.vpro.nl/vrije-geluiden/media~WO_VPRO_16865501~vpro-vrije-geluiden-sessies-

atzko-kohashi-en-tony-overwater-bij-andreas~.html 

https://youtu.be/gRjqBxFtwqY


ミュージシャン・プロフィール     Profile 

 

トニー・オーバーウォーター Tony Overwater（ベース） 

オランダ、ロッテルダム出身。オランダジャズ界で最も権

威あるボーイ・エドガーアワード、及びエディソンアワー

ドを受賞したトップベーシスト。ハーグ王立音楽院在学中

に、ヨーロッパツアー中のサニー・マレーに見出されてグ

ループに加わり、A Sanctuary Within などのレコーディン

グにも参加する。ジョン・クレイトン、チャーリー・ヘイ

デン、デイヴ・ホランドらに師事。ユーリ・ホーニング

(sax)のトリオでネオバップやフリーインプロを探求する一

方で、レンブラント・トリオやカイハン・カルホールとの

アラブ、ペルシャ音楽のコラボレーションなど幅広い音楽

性が注目される。ノースシー・ジャズをはじめ数多くのフェスティバルに参加、近年はロンドンのロ

イヤル・フェスティバルホールで演奏するなど活躍が目覚ましい。また映画音楽、ダンス音楽の作曲

など、多才な音楽活動はヨーロッパ内外で評価されている。近年、小橋とのデュオでは斬新なベー

ス・プレイで新境地を拓く。現在、ハーグ王立音楽院 Koninklijk Conservatorium Den Haag で後進

の指導にもあたる。                   

www.tonyoverwater.com 

 

 

小橋敦子 Atzko Kohashi （ピアノ） 

神奈川県茅ヶ崎市出身。慶応義塾大学卒。 1994 年から

2001 年までニューヨーク滞在、スティーブ・キューンに

師事。 2005年からオランダ、アムステルダム在住。「ア

ムステル・モーメンツ」（2009年）をはじめ、ベーシスト、

ドラマー、チェリスト、ボーカル、トランぺッター、パー

カッショニストとのデュオやトリオ作品を次々にオランダ

から発信。緩やかな音楽性と音質へのこだわりに定評があ

る。日本、アメリカ、ヨーロッパ、3つの異なる文化を経

験し、多文化的な音楽観を持つピアニストと称され、その

独特なスタイルは 「あたたかく、自然で、人間的な温もり

がある」「深い静かな流れ」「過不足のない音の選択は禅に共通する」と評される。2013年にデュ

オで、2016年にはトリオで来日公演し好評を博す。近年はトニー・オーバーウォーターとのデュオ

で活動、2022年にデュオアルバム「クレッセント」がオランダのエディソンアワード・ジャズ大賞

及びドイツの批評家大賞にノミネートされる。またヨーロッパ随一のライブハウスを誇るオランダの

ビムハウス（Bimhuis）でデュオ・コンサートを行うなど、欧州で活躍する日本人ジャズ・ピアニス

トとして注目されている。            

www.atzkokohashi.com 

http://www.tonyoverwater.com/
http://www.atzkokohashi.com/


CDレビュー 

    Reviews on Crescent 

 

 

 

 Crescent ヨーロッパ Jazz in Motion                        Crescent 日本  スタジオソングス 

 

「コルトレーンの音楽をサックスなしのデュオで演奏するという大胆な試みが功を奏した。Lonnie’s 

Lament でのベース・ソロの解釈、それをサポートする滑らかなピアノ、そこに美がある」 

(11-02-2022   Volkskrant, The Netherlands by Gijsbert Kamer) 

「丸みを帯びた真珠のようなピアノの音色とリリカルなベースが美しくマッチしている。これは純粋

なハーモニーだ。Crescent は 2 人の優れたミュージシャンによる心のこもった美しいアルバムだ」    

(18-02-2022   Jazzenzo, The Netherlands by Matthijs van de Berg) 

「このアルバムは、"癒し "や "哀愁 "を感じさせない、とても上質でリラックスしたジャズ・アルバ

ムだ。しかし、ある意味でこの音楽は最近多く出回っているリラクシゼーション CD よりも、癒しの

力がある」                 (07-02-2022   Art Music Lounge by Lynn René Bayley) 

「静かに流れ、時には激しく、感情に満ち溢れた、虚飾のないアルバムだ。両者ともその雰囲気に浸

りながら、そこには音符を超えた対話がある。何度も繰り返し聴きたくなる、素晴らしいアルバムだ」 

(05-02-2022   Music Zoom, Italy) 

「このクレッセントは元教会だったすばらしい場で録音され、彼らはこの音響を最大限に利用し、抑

制され、思いやりのある音のコミュニケーションを創り出している」 

                                                                                                                        (04-02-2022   Na Dann, Germany) 

「二人のインタープレイは成功したと言える。即興演奏が嫌いでない人には必聴のアルバムだ」 

                   (03-02-2022   Smooth Jazz, Germany by Patric Van de Wiele) 

「アルバムの中心に据えられたベーシスト作曲の美しいオリジナル曲 De Boot は、この美しく癒さ

れる全体的な雰囲気を見事に映し出している」  

(01-02-2022   Jazzmania, Belgium by Jean-Pierre Goffin) 

「彼らの演奏は深く、メランコリックで、ドラマチックで、まるでこのデュオのために書かれたよう

に、完璧に再現された。・・・これ以上ないほどの趣を湛えて、すばらしい出来栄えだ。このアルバ

ムの音楽の美しい響きは、もちろん二人のミュージシャンによって生み出されたものだが、録音の場

所も関係している。アウステルリッツのボーフォートハウスという特別な音響の元教会で録音された」 

(25-01-2022   Rootstime, Belgium by Jan van Leersum) 



「美しい音響がピアノとベースのピュアな音世界に深く潜り込ませてくれるアルバムだ。彼らの演奏

からはメランコリーと内なる平和を特徴とする繋がりが見えてくる」 

（24-02-2022 Jazz thing 142 by Rolf Thomas） 

 

「アムステルダム在住の日本人ピアニストとオランダ人ベーシストのデュオは、コルトレーンの遺し

た精神を吸収し、それをそれぞれの方法で実行することに成功した。すべての曲は、大らかで落ち着

いた静けさを放っている。同時に、彼らの演奏にコルトレーンのクレッセントの精神との繋がりを感

じる」                  (22-01-2022   Musikansich, Germany by Wolfgang Giese) 

 

「ここに小橋敦子とトニー・オーバーウォーターが素晴らしい感受性と完璧な精神の交わりを示す、

著しいインスピレーションを持ったアルバムが生まれた」 

(21-01-2022   jazz halo, Belgium by Jean-Pierre Goffin) 

「このアルバムを最大限に楽しむためには、オリジナルから解放され、このアルバムだけに専念する

ことです。そうすれば、このデュオ録音の素晴らしい音色を理解できるようになるでしょう」 

(16-02-2022 jazz halo, Belgium by Ferdinand Dupuis-Panther) 

「美しい音響が、ピアノとベースのピュアな音の世界に深く潜ませてくれる」(25-01-2022   Jazzthing) 

「抑制の効いたアルバムだが、フレーズの端々から感情が伝わってくる。そこに何よりの価値がある。

二人のミュージシャンによる素晴らしいソロ・パートが作品を引き締めている」   

                              (15-01-2022    Jazz-Fun, Germany) 

「アレンジメントが隠されるように編み込まれており、聴きこんで初めてわかるようなディテールに

満ちている。ミュージシャンは、楽曲の持つ表現的な面よりもむしろ内省的な面に重きを置き、全体

を覆う詩的で夢のようなオーラ感じさせてくれる。その一方で、両者の豊かなテクニックは、リスナ

ーをこのメランコリーに身を委ねることを許さない。クレッセントは、ジャズ界最高のデュエットに

ランクされる魅力的な音の対話だ」       (10-01-2022   Multikulti, Poland by Krzysztof Szamot) 

「ジョン・コルトレーンの精神世界に、ピアノとベースのデュオで挑戦したこのアルバムには、人間

2 人の魂の対話が描かれている。自由で寛容な彼らの演奏からは、生きる喜びを感じることができる」

(後藤誠, ジャズ評論家) 

「音の対話と同時に林の中に佇む建物、環境と音響、そして自身の音との対話に、静謐なアレンジは

大胆に見えてそのエッセンスに触れることで精神的な繋がりを求めコルトレーンとも対話する。人と

触れ合うことが難しくなった苦境の中で必然的に表現された丁寧で真摯な演奏は、一つ一つ聴き入ら

せる魅力があり、そこに我々リスナーとの対話も生み出している」           (片切真吾, イントキシケイト)                                                                 

「ピアノとベースのデュオで奏でるコルトレーン…極限まで研ぎ澄まされ、静謐で息を呑む玲瓏な調

べが、時に重なり合い、時に打ち消し合い、時には独り静かに放たれていく・・・」 

(市之瀬浩盟, Jazz Tokyo) 

 

「息をするかのようなエレガントで繊細なタッチを美しく響かせるピアノ、さり気なくも、あらゆる

奏法を駆使するベーシストの、それへのレスポンスも見事だ」                            (長門竜也, Jazz Life) 

 



レパートリー  Repertoire 

 

 

予定演奏曲目 

 クレッセント Crescent (by John Coltrane) 

 ワイズ・ワン Wise One (by John Coltrane) 

 ロニーズ・ラメント Lonnie’s Lament (by John Coltrane) 

 ミスター・シムズ Mr. Syms (by John Coltrane) 

 ザ・ドラム・シング The Drum Thing（by John Coltrane） 

 ナイマ Naima (by John Coltrane) 

 サム・アザー・ブルース Some Other Blues (by John Coltrane) 

 アイシャ Aisha （byJohn Coltrane） 

 ホワッツ・ニュー What’s New (by Bob Haggart) 

 ブルー・イン・グリーン Blue in Green (by Miles Davis/Bill Evans) 

 ソウル・アイズ Soul Eyes (by Mal Waldron) 

 イン・ア・センチメンタル・ムード In a Sentimental Mood (by Duke Ellington) 

 マイ・リトル・オールド・ブック My Little Old Book (by Duke Ellington) 

 フラメンコ・スケッチ Flamenco Sketches (by Miles Davis) 

 マイ・ワン・アンド・オンリー・ラブ My One and Only Love (by Guy Wood) 

 マイ・フェバリット・シングス My Favorite Things (by Richard Rodgers) 

 ラ・パッショナリア La Pasionaria (by Charlie Haden) 

 

及び、２０２３年春リリース予定のアルバムの中から数曲 

 

 

 



フォト・ギャラリー Photo Gallery 

 

 

 
Bimhuis, Amsterdam on 23 dec. 2022 

  

  

 

               
                Bimhuis, Amsterdam on 23 dec. 2022                           Paviljoen Ongehoorde Muziek on 5th march 2022                                      

 

 

 

      
        Beauforthuis, Austerlitz on 22 aug. 2021                                   Bij Andreas, Naarden on 17 april 2022 


